
 

 

 

平成 28 年 7 月 25日  

報道関係者各位 

 

観光案内システム「めぐり旅」の公開について 

本学の学内研究会「岩手の観光で復興を考える研究会※」では、宮古市田老地区をフィールドとし

て、観光や防災研修で来県するお客様向けのナビゲーションシステムの研究開発に取り組みました。 

その後、株式会社ぴーぷる（本社：東京都、滝沢市ＩＰＵイノベーションセンター入居企業）、テク

ノ株式会社（本社：盛岡市）と共同研究に取り組み、このシステムを発展させた“観光案内システム

「めぐり旅」”を公開することとなりました。 

公開と併せて、宮古市田老地区の観光案内に活用されることとなり、新「道の駅たろう」仮オープ

ン式にて、本学学生が来場者に紹介しますので、当日の取材につきまして、よろしくお願いいたしま

す。 

記 

１ 日時及び会場 

平成 28 年 7 月 31日（日）11：00～15：00 

宮古市田老 新「道の駅たろう」敷地内 

２ 内容等 

観光案内システム「めぐり旅」について、共同研究を行なった岩手県立大学総合政策学部・吉野英岐

教授研究室の学生が来場者に紹介を行います。 

※報道関係者向けとして、13：30から「めぐり旅」の機能を使ったスタンプラリーについて紹介い

たします。 

３ その他 

 (1) 「めぐり旅」は、広域エリアの観光案内をサポートするシステムとして開発したものです。 

(2) 今後、希望郷いわて国体の盛岡地区会場案内、滝沢市の観光案内にも活用される予定です。 

 (3)  取材いただける場合には 7/29（金）までに下記担当までご連絡くださるようお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

【システムの特徴については別紙をご覧ください】 
                                                  

    【担当】岩手県立大学 研究・地域連携室 菊池    ℡019-694-3330 

               いわて産業振興センター 県大駐在ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｸﾘｴｰﾀ 武部 〃 

 

 

 

〒020-0693岩手県滝沢市巣子 152-52 www.iwate-pu.ac.jp/ 

（別紙） 

※「岩手の観光で復興を考える研究会」 

 平成 25年度に、岩手県の復興を観光面から促進していく研究プロジェクトとして、本学内に立

ち上げた研究会。「東北復興めぐり旅」構想の実現を掲げ、宮古市や（一社）宮古観光文化交流会

の協力を得ながら、平成 25年度～26年度の 2ヵ年間、研究活動を実施しました。 

http://www.iwate-pu.ac.jp/


観光案内システム「めぐり旅」とは 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※観光案内システム「めぐり旅」は、【文部科学省事業地域イノベーション戦略支援プロ

グラム】岩手県立大学「Radio on Demand技術を用いた車載機器のプラグアンドプレイ

技術の開発」のセンサプラットフォームの観光応用に関する試作システムです。 

 


